
H1 P1H4P6

概要・特長

設置例

しの等で孔位置を合わせる。

鉄骨ばり貫通孔補強工法
ハイリングⓇⅢ工法

柱絞り通しダイアフラム工法
スマートダイアⓇⅡ工法

柱・はり・ブレース（以下、フレーム）の仮組を行う。

イクステンダムを設置する箇所に仮ボルトを使用し、仮プレートを設置する。

仮プレート設置後、フレームの本締めを行う。

フレームの本締め後、仮プレートを外す。

本締め完了後、ボルト及び取付部を塗装する。
塑性変形部に塗装剥がれがある場合は、タッチアップを行う。

イクステンダムを設置し、
イクステンダムとフレームの孔位置にずれがないことを確認する。

高力ボルト接合設計施工ガイドブック（日本建築学会）又は、
高力ボルトメーカーの施工要領書に従い、ボルトの取付け、一次締め、本締めを行う。

施工手順例 構造関連商品の紹介

ずれが
ある場合

■シアリンク型

■壁・間柱設置型

柱

はり

間柱

イクステンダム

間柱

はり

柱 柱

はり

はり

はり

はり

柱

■はり設置型

イクステンダム

※屋内で使用して下さい。屋外で使用する場合はお問い合わせ下さい。

地震が起きた際に建物の柱・はりに負荷がかかります。そこで、イクステンダムを設置

することによって、イクステンダムを降伏させ地震時のエネルギーを吸収します。これ

により、柱・はりの負荷を軽減、かつ地震の揺れを抑制することができます。

◆地震時のエネルギーを吸収でき、柱・はりの負荷を軽減、
かつ地震の揺れを抑制
◆塑性変形部をX形状とすることにより、優れた変形性能と
エネルギー吸収を実現

◆地震時の建物の変形量に応じて、ダンパの種類が選択可能
◆靱性に富む鋼材（低降伏点鋼LY225）を使用
◆延び性能に優れた塗料を使用
◆経済性がよい
◆交換が容易※

※イクステンダムの塑性変形部に亀裂が生じたら交換して下さい。

概要1

特長2

形状例

写

取付部 塑性変形部

構造性能評価書（写）

Xtendam
イクステンダムⓇ

鋼板ダンパ

油圧式制震ダンパ
ハイビルダムⓇ
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P4 P5P3P2

（mm）

型式 板厚 A B C D E F G 質量（ｋｇ）
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S371-25
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22
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30
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150
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165

165
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180

180

180

45

45

45

45

45

45

45

45

45

45

45

45

240

240

240

240

320

320

320

320

400

400

400

400

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

10

16

23

27

27

39

51

58

50

67

91

108

8-φ26

16-φ26

24-φ26

28-φ26

20-φ26

28-φ26

36-φ26

40-φ26

28-φ26

36-φ26

48-φ26

56-φ26

H※1

【変形前】 【変形後】

◆履歴特性図

図1 履歴特性

図3 疲労特性

図2 ランダム波

◆ランダム波加力
【建物階数：15階　入力地震動：JMA KOBE NS波　
型式：S221-15】

【加力条件:漸増振幅　型式：S221-15】

◆疲労特性図

変位（mm）

ダンパ部材角R(rad)

繰り返し回数N
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N
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塑性変形部150㎜タイプ1

塑性変形部200㎜タイプ

塑性変形部250㎜タイプ

2

3

性能確認試験 寸法表

S221-15❶ S222-15❷

S223-15❸ S224-15❹

S301-20❶ S302-20❷

S303-20❸ S304-20❹

S374-25❹S373-25❸

S372-25❷S371-25❶

N=(　　)
【設計式】

N:繰返し回数
R：ダンパ塑性変形部部材角※

※R＜1／3.5の範囲で
使用して下さい。

1.079 1.654

R

※1　取付ボルトはM24トルシア形超高力ボルト（S14T相当）を使用して下さい。

■復元力特性表

※δmax=塑性変形部高さ÷3.5

型式

S221-15

S222-15

S223-15

S224-15

S301-20

S302-20

S303-20

S304-20

S371-25

S372-25

S373-25

S374-25

第一折れ点荷重
Q1（kN）

85 

170 

255 

340 

150 

300 

450 

600 

235 

470 

705 

940 

第二折れ点荷重
Q2（kN）

135 

270 

405 

540 

240 

480 

720 

960 

375 

750 

1125 

1500 

初期剛性
K1（kN/mm）

125 

250 

375 

500 

165 

330 

495 

660 

205 

410 

615 

820 

第二剛性
K2（kN/mm）

18.75 

37.50 

56.25 

75.00 

25.00 

50.00 

75.00 

100.0 

31.25 

62.50 

93.75 

125.0 

第三剛性
K3（kN/mm）

0.50 

1.00 

1.50 

2.00 

0.65 

1.30 

1.95 

2.60 

0.80 

1.60 

2.40 

3.20 

第一折れ点変位
δ1（mm）

0.68 

0.68 

0.68 

0.68 

0.91 

0.91 

0.91 

0.91 

1.15 

1.15 

1.15 

1.15 

第二折れ点変位
δ2（mm）

3.35 

3.35 

3.35 

3.35 

4.51 

4.51 

4.51 

4.51 

5.63 

5.63 

5.63 

5.63 

許容最大変形量
δmax（mm）

42.9 

42.9 

42.9 

42.9 

57.1 

57.1 

57.1 

57.1 

71.4 

71.4 

71.4 

71.4 

◆復元力特性図

板厚（22mm）

S 22 2 - 15
塑性変形部本数（2本）

塑性変形部高さ（150mm）
型式：
仕様

◆形状例

取付部 塑性変形部

板厚

試験結果

ダンパ塑性変形部部材角R=δ/h

変形量δ

塑
性
変
形
部
高
さ
h
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図1 履歴特性

図3 疲労特性

図2 ランダム波

◆ランダム波加力
【建物階数：15階　入力地震動：JMA KOBE NS波　
型式：S221-15】

【加力条件:漸増振幅　型式：S221-15】
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性能確認試験 寸法表

S221-15❶ S222-15❷

S223-15❸ S224-15❹

S301-20❶ S302-20❷

S303-20❸ S304-20❹

S374-25❹S373-25❸

S372-25❷S371-25❶

N=(　　)
【設計式】

N:繰返し回数
R：ダンパ塑性変形部部材角※

※R＜1／3.5の範囲で
使用して下さい。

1.079 1.654

R

※1　取付ボルトはM24トルシア形超高力ボルト（S14T相当）を使用して下さい。

■復元力特性表

※δmax=塑性変形部高さ÷3.5
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62.50 

93.75 

125.0 
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0.50 

1.00 
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0.65 

1.30 
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0.80 

1.60 
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許容最大変形量
δmax（mm）

42.9 
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42.9 

57.1 
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71.4 

71.4 

71.4 

71.4 

◆復元力特性図

板厚（22mm）

S 22 2 - 15
塑性変形部本数（2本）

塑性変形部高さ（150mm）
型式：
仕様

◆形状例

取付部 塑性変形部

板厚

試験結果

ダンパ塑性変形部部材角R=δ/h

変形量δ

塑
性
変
形
部
高
さ
h
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使用して下さい。
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概要・特長

設置例

しの等で孔位置を合わせる。

鉄骨ばり貫通孔補強工法
ハイリングⓇⅢ工法

柱絞り通しダイアフラム工法
スマートダイアⓇⅡ工法

柱・はり・ブレース（以下、フレーム）の仮組を行う。

イクステンダムを設置する箇所に仮ボルトを使用し、仮プレートを設置する。

仮プレート設置後、フレームの本締めを行う。

フレームの本締め後、仮プレートを外す。

本締め完了後、ボルト及び取付部を塗装する。
塑性変形部に塗装剥がれがある場合は、タッチアップを行う。

イクステンダムを設置し、
イクステンダムとフレームの孔位置にずれがないことを確認する。

高力ボルト接合設計施工ガイドブック（日本建築学会）又は、
高力ボルトメーカーの施工要領書に従い、ボルトの取付け、一次締め、本締めを行う。

施工手順例 構造関連商品の紹介

ずれが
ある場合

■シアリンク型

■壁・間柱設置型

柱

はり

間柱

イクステンダム

間柱

はり

柱 柱

はり

はり

はり

はり

柱

■はり設置型

イクステンダム

※屋内で使用して下さい。屋外で使用する場合はお問い合わせ下さい。

地震が起きた際に建物の柱・はりに負荷がかかります。そこで、イクステンダムを設置

することによって、イクステンダムを降伏させ地震時のエネルギーを吸収します。これ

により、柱・はりの負荷を軽減、かつ地震の揺れを抑制することができます。

◆地震時のエネルギーを吸収でき、柱・はりの負荷を軽減、
かつ地震の揺れを抑制
◆塑性変形部をX形状とすることにより、優れた変形性能と
エネルギー吸収を実現

◆地震時の建物の変形量に応じて、ダンパの種類が選択可能
◆靱性に富む鋼材（低降伏点鋼LY225）を使用
◆延び性能に優れた塗料を使用
◆経済性がよい
◆交換が容易※

※イクステンダムの塑性変形部に亀裂が生じたら交換して下さい。

概要1

特長2

形状例

写

取付部 塑性変形部

構造性能評価書（写）

Xtendam
イクステンダムⓇ

鋼板ダンパ

油圧式制震ダンパ
ハイビルダムⓇ
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露出型柱脚工法
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